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ご挨拶
　このたび、区民の皆様のご協力のもと、「第５期 保土ケ谷ほっとなまち
づくり」（保土ケ谷区地域福祉保健計画）を策定いたしました。この計画
は、地域の皆様をはじめ、関係団体・機関等がつながり、支えあって、身
近な地域をより良くしていくための計画です。
　横浜市では、「こども・子育て基本条例」を制定し、子どもが社会の一員
として意見を表明し、地域の活動に参画できる環境づくりを推進してい
ます。そこで今回は、子どもワークショップ「ねちょぱな（ねえ、ちょっと話
そう）」を開催し、子どもたちの思いを伺いました。
　今回の計画策定にあたり、「保土ケ谷ほっとなまちづくり推進会議」を
始め、ヒアリングにご協力いただきました各関係団体等、貴重なご意見
をお寄せいただきました多くの区民の皆様に、心より感謝申し上げます。
　計画策定を契機として、「いつまでも住み続けたいまち ほどがや」を未
来へつないでまいりますので、皆様のご理解、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。

　地域福祉保健計画の策定にあたり、地域の皆様と議論を重ね、共に検討
してまいりました。心より感謝申し上げます。
　社会福祉協議会では、これまで身近な地域のつながりや支えあい活動に
取り組んでまいりました。コロナ禍では個々のつながりが減少し、誰ともつ
ながりのない社会的孤立やそれらを背景にした多様化・複合化する課題が
顕著となり、地域の福祉活動を大いに考えさせられました。
　今後、地域社会は価値観や生活状況の多様化が予想されます。「つなが
り支えあい 安心していきいきと暮らせるまち ほどがや」に向けて地域の福
祉や保健に関わる人や団体・施設と一体となって取り組んでいくことがます
ます重要と考えています。
　この第５期計画は令和８年度に始まり、その先の未来を見据えてこれまで
の積み重ねと新しい一歩の踏み出しを大切に進めてまいります。引き続き、
皆様のご理解とご協力、そして共に取り組んでいただけますようお願い申
し上げます。
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